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４．アクションプラン 

 

 

 

４－１ シティセールス戦略におけるアクションプランとは 

 

ここで言うアクションプランとは、今後、シティセールス戦略を展開していくにあたり、

既存の地域資源の活用と再構築を図り、併せて現在における地域の課題解決をも図ってい

くことにより、この戦略が目標とする、新たな観光客、居住者、企業等の誘致（交流人口・

定住人口・企業誘致数の増加）を図ろうとするものです。 

 

そして最終的に「住んでみたくなる」、「住んで良かった」と思えるまちにしていくため

に必要な、初期段階における試行的かつ実践的に行うリーディングプロジェクトとなるも

のです。なお、このアクションプランの実施過程では、市民の理解と参加のもと、多くの

来訪者（観光客等）をいわば「巻き込んだ」、多面的、複合的な展開が望まれます。 

 

 

 

４－２ アクションプラン案①～⑧ 

 

※以下事業（アクションプラン）は、本戦略会議で提起された事業案です。 
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５．シティセールス戦略の全体像（概念図） 

 

 

 

シティセールス戦略における現状認識、戦略の視点、そしてアクションプランについて

整理すると、下記の概念図として表現することができます。 

シティセールス戦略は、行政の一部が特化して行なう事業ではなく、正に入間市全体の

総合的な取り組みであり、新たな価値の創造であることが分かります。また関係機関のみ

ならず、市民や来訪者における個人の視点に立った活動を前提としていることは言うまで

もありません。 
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６．戦略を推進していくために 

 

 

 

この戦略を有効なものにするためには、戦略を効果的に展開する推進体制の整備充実が

必要です。市民、団体、企業等と、行政との相互の連携推進体制を構築するとともに、庁

内の推進体制の充実を図ります。さらには、埼玉県西部地域まちづくり協議会を含めて他

の都市等との広域的な連携に努め、戦略に基づく取り組みの円滑な推進を図ります。 

 

（１）市民、団体、企業等との連携による推進体制の構築 

新たな賑わい創出や自治体としての基礎的な体力を高め、市民や多くの方々から愛され

るまちとなるため、「オール入間」体制で地域の魅力再発見や新たな魅力創出に取り組み、

情報発信を行います。そのため、市のみならず、各種団体、企業等との連携体制の強化に

努めます。 

 

（２）庁内の推進体制の充実 

シティセールスの推進は、全庁的な取り組みが必要です。そのため、庁内の取り組みを

推進するシティセールス担当部署の体制の充実を図り、各部・課所等との連携により推進

します。 

 

（３）シビックプライドの醸成 

本市のイメージアップに向け、市の魅力や強みを、市内や市外に住んでいる方々の連携

協力によって情報収集し、これらを整理して魅力的な地域資源として加工します。特に、

市民のご当地愛やシビックプライド（まちに対してもつ誇りや愛着）の醸成に取り組みます。

ここでは、一般市民の参加を旨とし、そのアイデアの活用に始まり、実施過程においてシ

ビックプライドを含むシティセールスの効果を市民が実感できる体制づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 


